
吉
蔵

に
お
け
る
二
種
菩
薩
論

-

直
往
菩
薩
と
廻
小
入
大
菩
薩
-

菅

野

博

史

仏
の
経
教
が
本
来
、
対
機
の
教
化
を
目
的
と
す

る
も

の
で
あ
る
以

上
、
教
判
思
想
の
構
成
契
機
に
は
、
経
教

の
思
想
的
内
容
の
分
析
ば
か

り
で
な
く
、
対
機
そ
の
も
の
の
考
察
も
含
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
吉
蔵

は

『
浄
名
玄
論
』
巻
第
七
に
お
い
て
、
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩
の
三
種
の

(1
)

対
機
に
つ
い
て
、
包
括
的
で
図
式
的
な
分
類
を
試
み
て
い
る
が
、

そ
の

中
で
、
菩
薩
を
直
往
菩
薩
と
廻
小
入
大
菩
薩
の
二
種
に
分
け
て
い
る
。

廻
小
入
大
菩
薩
と
は
、
小
乗
か
ら
大
乗
に
転
入
し
て
、
声
聞
か
ら
菩
薩

(
2
)

と
な
っ
た
も
の
を
意
味
し
、
か

つ
、
一
切
衆
生
の
成
仏
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
は
、
声
聞
が
菩
薩
に
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か

(3
)

ら
、
対
機

の
問
題
は
、
突
き

つ
め
る
と
、
直
往
菩
薩
と
廻
小
入
大
菩
薩

に
二
分
さ
れ
る
菩
薩
論
に
帰
着
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、

こ
の
二
菩
薩
の
概
念

の
形
成
過
程
、
思
想
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
標

と
す
る
。

ま
ず
、

こ
の
二
菩
薩
の
概
念
が
法
華
経
と
密
接
な
関
係
を
も

つ
こ
と

(
4
)

は
、
『中
観
論
疏
』
巻
第

一
末
に
明
示
さ
れ
て

い
る
。

そ

こ
で
、
吉
蔵

の
法
華
諸
疏
を
参
照
す

る
と
、
『
法
華
遊
意
』

の
来
意
門
第

一
条

が
、

(5
)

二
菩
薩
に

つ
い
て
も

っ
と
も
総
合
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
二

菩
薩
の
概
念
の
形
成
過
程
を
考
察
す
る
た
め
に

は
、
『
法
華
玄
論
』
と

『
法
華
遊
意
』
に
お
け
る
法
華
経
と
華
厳
経
と
の
比
較
に
注
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
前
者
は
、
二
経
の
相
違
点
を
十
四
条
列
挙
す
る
が
、

(
6
)

は

じ

め

そ
の
第
三
条
に
は
、

「
華
厳
は
発
始
よ
り
大
を

学
ぶ
縁

の
為

め

に
説

き
、
法
華
は
二
種

の
縁

の
為
め
に
説
く
。

一
に
は
前
小
後
大
の
縁

の
為

め
に
説
き
、
二
に
は
発
始
よ
り
大
を
学
ぶ
縁
の
為
め
に
説
く
な
り
」
と

(
7
)

あ
り
、
第
四
条
に
は
、
「華
厳
は
福
徳
大
利
根
人

の
為

め
に
説

き
、
法

華
は
薄
福
鈍
根
人
の
為
め
に
説
く
。
初
本
に
大
を
学
び
、
中
途
に
大
を

棄
て
て
小
に
留
ま
り
、
後

に
還
た
小
を
捨
て
て
大
に
従
ふ
が
故

に
鈍
根

と
名
つ
く
る
な
り
」
と
あ
る
。
『法
華
遊
意
』
で

は
、
二
経

の
相
違
を

(
8
)

五
点
に
整
理
し
、
そ
の
第
二

「徒
衆
の
異
」
に
お

い
て
、
「
花
厳

は
直

往
の
菩
薩
の
為
め
に
説
き
、
法
花
は
廻
小
入
大

の
人
の
為
め
に
説
く
」

と
あ
る
。
両
者
を
対
照
さ
せ
れ
ば
、
『法
華
玄
論
』
の

「発
始
学
大
縁
」

吉

蔵
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が
直
往
菩
薩
で
あ
り
、
「前
小
後
大
縁
」
が
廻
小
入
大
菩
薩

で
あ

る

こ

と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
吉
蔵
は
、
『
法
華
玄
論
』

に
お
い
て
は
、
法
華
経
と
華
厳
経
の
対
機
の
相
違
に

つ
い
て
明
確
な
認

識
を
持

っ
て
は
い
た
が
、
ま
だ
二
菩
薩
の
名
称
を
確
立
し
て
お
ら
ず
、

『
法
華
遊
意
』
撰
述

の
と
き
に
は
、
す
で
に
そ
の
名
称
を
確
立
し
て
い

た
の
で
あ

る
。

そ
こ
で
次
に
、
二
著
の
中
間
に
撰
述
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る

『
法
華

(
9
)

義
疏
』
を
参
照
し
よ
う
。

そ
の
用
例
を
検
討
す
る
と
、

こ
の
二
菩
薩
の

概
念
は
、
『法
華
玄
論
』
に
お
け
る
法
華
経
と
華
厳
経
と

の
対
機

の
相

違
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
問
題
関
心
を
継
承
し
な
が
ら
形
成
さ
れ
た

(
1
0
)

こ
と
が
判
明
す
る
。
た
と
え
ば
、
巻
第
十
二
に
、
「直
往

の
菩
薩

の
為

め
に
説
い
て
仏
慧
に
入
ら
し
む
る
が
故
に
華
厳
と
名
づ
け
、
廻
小
入
大

の
菩
薩
の
為
め
に
説

い
て
仏
慧
に
入
ら
し
む

る
が
故

に
法
華

と
名

つ

く
。
人
に
約
し
て
利
鈍

の
不
同
有
り
、
時
に
就
い
て
初
後
異
と
為
す
が

故

に
両
教

の
名
字
別
な
る
の
み
。
平
等
大
慧
、
清
浄

一
道
を
論
ず
る
に

至

っ
て
は
、
更
に
異
有
る
こ
と
無
し
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
経

の
価

値

の
平
等
性
を
論
証
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
そ
の
対
機
を
考
察
し

た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、

こ
の
こ
と
は
、
二
菩
薩
の
依
文
と
し
て
、
し
ば
し
ば
引
用
さ

(
1
1
)

れ
る
従
地
涌
出
品
の
文
、
「
此
諸
衆
生
、
始
見
我
身
、
聞
我
所
説
、
即

皆
信
受
、
入
如
来
慧
。
除
先
修
習
学
小
乗
者
。
如
是
之
人
、
我
今
亦
令

得
聞
是
経
、
入
於
仏
慧
。
」
が
、
直
接
に
は
、
華
厳
経
と
法
華
経
の
比

較
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
事
実
か
ら
も
証
明
さ
れ
る
で

(
1
2
)

あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
巻
第
十
に
、
「
初
め
に
は
、
直
往

の
菩
薩

は
化

度
す
べ
き
こ
と
易
し
と
明
か
す
。
始
見
我
身
聞
我
所
説
と
は
、
即
ち
華

厳
の
会
な
り
。
諸
の
菩
薩
等
、
華
厳
を
説
く
を
聞
い
て
、
即
ち
仏
慧
に

入
る
。
除
前
修
習
学
小
乗
者
と
は
、
廻
小
入
大

の
人
は
大
機
未
だ
熟
さ

ず
し
て
、
華
厳
の
会
よ
り
霊
山
に
寛
る
前
ま
で
は
、
未
だ
顕
は
に
大
乗

を
教
ふ
る
こ
と
を
得
ざ
れ
ば
、
之
れ
を
簡
除
す

と
明
か
す
な
り
。
如
是

之
人
の
下
は
、
第
二
に
廻
小
入
大
の
菩
薩
は
、
大
機
已
に
熟
し
て
、
今

化
す
る
に
之
れ
を
得
る
が
故
に
度
し
易
し
と
名

づ
け
、
亦
た
入
於
仏
慧

と
称
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
故
に
法
華
は
即

ち

是
れ
華
厳

な
り

と
知

る
。
応
に
華
厳
は
理
深
く
、
法
華
は
義
浅
し
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
あ

る
。こ

の
よ
う
に
、
二
菩
薩
は
、
基
本
的
に
は
、
法
華
経
と
華
厳
経
と
の

(
1
3
)

対
機
の
相
違
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
「頓
教
は
直
往

の
菩
薩

を

化
し
、
漸
教
は
通
じ
て
二
種
の
菩
薩
を
化
す
。

…
中
略
…
初
め
の
華
厳

の
教
門
は
、
此
れ
直
往
の
菩
薩
を
教

へ
て
仏
乗

に
入
ら
し
む
。
華
厳
よ

り
以
後
は
、
此
の
品
の
始
終
の
意
に
依
る
に
、

凡
そ
四
教
有
り
て
、
廻

小
入
大
の
人
を
調
伏
し
て
、
方
に
仏
慧
に
入
る

こ
と
を
得
し
む
」
と
述

べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
華
厳
経
と
そ
れ
以
外

の
大
乗
経
と
の
対
機

の
相
違

に
ま
で
敷
術
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
華
厳
経
以
後
の
諸
大
乗

(
1
4
)

経

の
中
で
は
、
法
華
経
が
廻
小
入
大
菩
薩
を
中
心
と
す
る
の
に
対
し
、

(
1
5
)

般
若
経
の
対
機
は
中
心
的
に
は
直
往
菩
薩
と
さ
れ
る
よ
う
に
重
点
の
相
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違
が
あ
る
が
・
他
方
・
引
用
文
に
あ

る
よ
う
に
・
四
教
(欝
-四
調
柔
)
に

よ
っ
て
二
乗
の
機
根
を
調
柔
す
る
側
面
を
み
れ
ば
、
般
若
経
も
密
か
に

(
1
7
)

廻
小
入
大
菩
薩
を
も
教
化
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
吉
蔵
の
こ
の
よ
う
な
二
菩
薩

の
思
想
は
浄
影
寺
=慧
遠
の
影
響

(
1
8
)

を
受
け
た
と
い
う
指
摘
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
『大
般
浬
桀
経
義
記
』

(
1
9
)

巻
第

一
之
上
に
は
、
「菩
薩
蔵

の
中
に
教
ふ
る
所
の
人

に
亦
た

二
種
有

り
。

一
に
は
漸
、

二
に
は
頓
な
り
。
漸
入
と
言
ふ
は
、
是
れ
人
過
去
に

曾
て
大
法
を
習
ひ
、
中
間
に
小
を
学
び
、
後
に
還
た
大
に
入
る
。
大
は

小
よ
り
入
れ
ば
、
之
れ
を
謂
ひ
て
漸
と
為

す
。
故

に
経
に
説

い
て
言

く
、
先
よ
り
修
習
し
て
小
乗
を
学
ぶ
者
を
除
く
。
我
れ
、
今
亦
た
是
の

法
の
中
に
入
ら
し
む
。
此
れ
は
是
れ
漸
入
な
り
。
頓
悟
と
言
ふ
は
、
諸

の
衆
生
有
り
て
久
し
く
大
乗
を
習
ひ
、
相
応
す
る
善
根
も
て
、
今
始
め

て
仏
を
見
れ
ば
、
則
ち
能
く
大
に
入
る
。
大
は
小
に
由
ぢ
ざ
れ
ば
、
之

な

れ
を
目
づ
け
て
頓
と
為
す
。
故

に
経
に
説
い
て
言
く
、
或
は
衆
生
有
り

て
、
世
世
よ
り
已
来
た
常
に
我
が
化
を
受
く
。
始
め
我
が
身
を
見
、
我

が
所
説
を
聞
け
ば
、
則
ち
皆
な
信
受
し
て
如
来
の
慧
に
入
る
。
此
れ
は

是
れ
頓
悟

な
り
」
と
あ
る
。

こ
の
慧
遠
の
叙
述
と
も

っ
と
も
よ
く
類
似

(
2
0
)

し
た
吉
蔵

の
文
章
は
、
『
勝
髭
宝
窟
』
巻
上
本
に
み
ら
れ
る
が
、
必
ず

(
2
1
)

し
も
、
『
勝
髭
経
義
記
』
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
は
断
定

で
き
な

い
。

慧
遠

の
叙
述
の
中
に
は
、
頓
悟
の
人
と
漸
入
の
人
と
い
う
着
想
、

お
よ

び
、
そ
の
依
文
と
し
て
の
涌
出
品

の
文
の
指
摘
な
ど
、
吉
蔵

の
二
菩
薩

の
先
躍
た
る
地
位
を
十
分
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
当

(
2
2
)

該
の
涌
出
品
の
文
に
ま
っ
た
く
関
心
を
示
さ
な
い

(
し
た
が
っ
て
、
ま
だ

慧
遠
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
推
定
さ
れ
る
)
『法

華
玄
論
』
に
お

い
て

も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
法
華
経
と
華
厳
経
と
の
対
機
の
相
違
に
注
意

を
払

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
吉
蔵
自
身
に
も
、

二
菩
薩
の
概
念
形
成
に

向
か
う
基
盤
が
早
く
か
ら
内
在
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
二
菩
薩
の
名
称
の
確
立
に
は
、
吉
蔵
自
身
の
問
題

意
識
、
=慧
遠
の
影
響
が
必
要
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
加

え
て
、
『
大
智
度
論
』
の
影
響
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

直
往
菩
薩
と
は
、
吉
蔵
自
身
の
造
語

で
は
な
く
、
『
大
智
度
論
』
巻
第

(
2
3
)

九
十
三
に
説
か
れ
て
い
る
用
語
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

(
2
4
)

吉
蔵
自
身
も
、
『法
華
義
疏
』
巻
第
五
に
お
い
て
、
「釈
論
に
云
く
、
羅

漢
は
浄
土
に
生
ま
る
る
も
、
根
鈍
に
し
て
、
仏
道
に
於
て
迂
廻
稽
留
す

し

れ
ば
、
直
往
の
菩
薩
に
如
か
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

直
往
菩
薩
と
は
、
仏
道
に
お
い
て
遠
ま
わ
り
を
す
る
阿
羅
漢
と
は
異
な

り
、
直
ち
に
浄
土
に
行
き
、
疾
く
仏
道
を
成
ず

る
菩
薩

で
あ

り
、
「直

往
」
も
阿
羅
漢
と
対
比
的
な
菩
薩
に
対
す
る

一
般
的
規
定
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

こ
の
菩
薩
に
対
し
て
、
阿
羅
漢
は
遠
ま
わ
り
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
具
体
的
に
は
、
小
乗
を
継
由
し
て
大
乗
に
至
る
点
を
指
し
て

(
2
5
)

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
『
法
華
経
』
の
薬

草
喩
品
で
、
「
諸
声
聞

衆
、
皆
非
滅
度
。

汝
等
所
行
、
是
菩
薩
道
。
漸
漸
修
学
、
悉
当
成
仏
。
」

な
ど
と
い
わ
れ
る
法
華
経

の
根
本
思
想
に
基
づ
き
な
が
ら
、
直
往
菩
薩

に
相
対
し
て
、
廻
小
入
大
菩
薩
と
い
う
術
語
が
形
成
さ
れ
た
と
推
定
さ

吉
蔵

に
お
け
る
二
種
菩
薩
論

(
菅

野
)
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れ

る
。

こ
れ

を
要

す

る

に
、

吉

蔵

に

お

け

る

二
菩

薩

は
、

法

華

経

と

華

厳

経

と

の
対

機

の
相

違

を

明

確

に

す

る

と

い
う
問

題

意

識

を

中

心

に
、

慧

遠

や

『
大

智

度
論

』

の
影

響

を

受

け

な

が

ら
形

成

さ

れ

た

も

の

で
あ

り
、

そ

の
思

想

的
意

義

は
、

法

華

経

の
二

乗
作

仏

の
思

想

に
準

拠

し

て
、

声

聞

を

廻

小

入
大

菩

薩

と

捉

え

か

え

す

こ
と

に

よ

っ
て
、

声

聞

に
対

す

る

教

化

の
目

的

(
二
乗

作
仏
)

と

過

程

を

明
確

化

し
た

こ

と

に

求

め

ら

れ

る

で

あ

ろ
う
。

1

大
正
三
八

・
九
〇

一
上
i
中
参
照
。

2

廻
小
入
大
菩
薩

と
は
、
声
聞
が
法
華
経

に
い
た

っ
て
、
菩
薩

の
十
信

の

初

心
の
位

に
入

っ
た
も

の
を

い
う
。
『
法
華
義
疏
』
巻
第
七
、

「
問
、

声
聞

廻
小
入
大
、

得
入
十
信
位
者
、

為
入
十
信
初
心
、

為
十
信
満
足
耶
。

答
、

但
入
十
信
初
心
。
」
(
大

正
三
四

・
五
四
三
中
)

を
参
照
。

3

『
法
華
義
疏
』
巻
第

四
、
「
問
、

如
来
初
発
心
時
、

願

一
切
成
仏
。

今
並

未
成
仏
、

云
何
称
願
已
満
耶
。

答
、

霊
山

一
会
、

廻
小
入
大
菩
薩
、

同
入

一
乗
。

自
爾
巳
前
、

令
直
往
菩

薩
、

授

記

作

仏
。

一
期

出

世
、

唯

此

二

人
、
並
令
作
仏
、
則
是

一
期
願
満
。
」
(
大
正
三

四

・
五
〇

二
下
)

を
参
照
。

ま
た
、
富
沢
慶
栄

「
吉
蔵

の
声
聞
成
仏
考
」
(
『
天
台
学
報
』
第
十
九
号
、

昭
和
五
十

二
年
十

一
月
)
参
照
。

4

「
望
法
華
経
意
者
、
有

二
種
菩
薩
。

一
直
往
菩
薩
、
二
廻
小

入
大
之
人
。
」

(
大
正
四
二

・
一
七
上
)

を
参
照
。

5

大
正
三
四

・
六
三
三
下
-

六
三
四
上
参
照
。

6

大
正
三
四

・
三
六
六
中
。

7

前
同
。

8

大
正
三
四

・
六
三
五
上
。

9

『
法
華
義

疏
』

で
は
、

二
菩

薩
に

つ
い
て
十
数
箇
所

の
言

及

が

あ

り
、

さ
ら
に
、
『
法
華
統
略
』

で
は
、

お
よ
そ
三
十
箇
所

の
言
及

が

あ

る
。

こ

の
こ
と
は
、
『
中
観

論
疏
』

の
指
摘

の
正
し
さ
を
裏

づ
け
る
も

の

で
あ

る

(
註

4
参
照
)
。

m

大
正
三
四

・
六
三

一
中
。

11

大
正
九

・
四
〇
中
。

12

大
正
三
四

・
六
〇
〇
下
i
六
〇

一
上
。

同

様

の
例

は
、
『
法
華
義

疏
』

巻
第
四

(
五
〇

一
上
-
中
、

五
〇

一
下
)
、
巻
第
十

(
六

〇

八

上
)

等

に

あ
る
。

13

大

正
三
四

・
五
五
二
中
-
下
。

14

勝
壼
経

の
対
機

は
、
華
厳
経

と
同
様
、

直
往
菩
薩

と

さ

れ

る

(
『
勝

髭

宝
窟
』
巻

上
本
、
大

正
三
七

・
五
上
参
照
)
。

15

『
法
華
遊
意
』
、
「
波
若
教
、

明
直
往
菩
薩
作
仏
。

法
花

教
、

明

廻

小

入

大
菩
薩
作
仏
。
」
(
大

正
三

四

・
六

四

六
中
)
、
『
法

華

統

略
』
巻

第

一
、

「
波
若

正
教
直
往
菩
薩
、

法
華

正
教
廻
小
之
人
。
」

(
続
蔵

一
-

四
三
-

一
・

四
右
下
)

等

を
参

照
。

16

拙
論

「
吉
蔵

に
お
け
る

〈
四
調
柔
〉

に

つ
い
て
」
(
『
印
仏
研
』

二
十
九

i

一
、
昭
和

五
十
五
年
十

二
月
)
参
照
。

17

顕

密
四
門

の
第
三
門
、

「
顕
教

菩
薩
、

密
化
声

聞
。
」
(
大

正

三

四

・
六

四
五
上
)

は
、
般
若
経
、

諸

方
等
経

に
配

さ
れ
る
が
、

こ
の

「
菩
薩
」

が

直
往
菩
薩

で
あ
り
、
「
声
聞
」

が

廻
小
入
大
菩
薩

で

あ

る
。
拙
論

「
吉
蔵

の
経
典
観
」

(『
印
仏
研
』

三
十
-

一
、
昭
和

五
十
六
年
十

二
月
)
参

照
。

18

村
中
祐

生

「
嘉
祥
大
師

『
二
蔵
』
義

の
成

立
考
」
(
『
南
都

仏
教
』

第

二

十

二
号
、

昭

和
四
十
四
年

一
月
)
参
照
。

19

大

正
三
七

・
六

一
三
上
。

20

「
為
直
往

人
説
、

亦
得
名

之
為

頓
。

以
不
従
小
入
於
大

故
。

為

廻

小

人

説
、

目
之
為

漸
。

以
其
従

小
入
於
大
故
。
此
之
頓
漸
、

如
法

華
説
。

…
後

略
…
」

(
大
正
三
七

・
六
上
)

参
照
。

21

慧

遠
の
頓
漸
思
想

は
、
註

19
以
外

に
も
、

ほ
と

ん

ど

同
文

が
、

『
勝
壼

経
義

記
』
巻

上

(
続
蔵

一
i

三
〇
ー

四
、

二
七
六
右
下
)
、
『
無
量
寿
経
義

疏
』

上
巻

(
大
正
三
七

・
九

一
上
)
、
『
維
摩
義
記
』
巻

第

一
本

(
大

正
三

八

・
四
二

一
中
)

に
み
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

22

村

中
氏

の
前
掲
論
文

に
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

23

「
得
阿
羅
漢
証
時
、

不
求
諸
菩
薩
深
三
昧
。

又
不
広
化

衆

生
。

是

則

迂

廻
於
仏
道

稽
留
。

…
中
略
…
是
人
著
小
乗
因
縁
、

捨
衆
生
捨
仏
道
。

又
復

虚

言
得
道
。

以
是
因
縁
故
、

錐
不
受
生
死
苦
悩
、

於
菩
薩
根
鈍
、

不
能

疾

成

仏
道
、

不
如
直
往
菩
薩
。
」
(
大
正

二
五

・
七

一
四
上
)

参
照
。

24

大
正
三
四

・
五

一
六
中
。

25

大

正
九

・
二
〇
中
。

(
東
京
大
学
大
学

院
)
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